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生活空間の見守り

独居高齢者の見守り（監視）システム

見守り対象者のプライバシーを保護しつつ、対象者の具体的な生活状況を把握す
る。

現在、独居高齢者の生活音から、起きている、寝ているなどの単純な状態を推定す
るもの、或いは居室に配置したマイクロフォンが収集した音をそのまま利用するシス
テムが存在するものの、プライバシーを保護しつつ具体的な生活状況の把握はでき
なかった。これに対し、本発明によれば、見守り対象者のプライバシーを保護しつ
つ、対象者の生活状況の把握ができる。

高齢者の独居家屋１６内にマイクロフォンなどからなる音センサデバイス１８を配置
し、そのデバイス１８からの音信号はコントローラ１８ｂによって簡略化処理されてゲー
トウェイ１４、ネットワーク１２を介して見守り介護者が居る見守りサーバ２０に伝達さ
れる構成となっており、コントローラ１８ｂにおいては、音センサデバイス１８からの音
信号を周波数方向および時間方向の２つの軸方向において粗くした簡略化スペクト
ラムを生成している。


